


























さったので、よろこんで収載した。防長近世の際だった特徴に、 「記録」というものに対する執念がある。毛利家文書・益田家文書にも、林家文書にもそれを感じる。これは何を意味する だろうかと、常々考えている ころである。本プロジェクト構成員　
田中誠二
　　
人文学部教授
　　　
歴史＝文献班、日本近世史、班長、プロジェクト代表
　
纐纈
　
厚
　　
人文学部教授
　　
歴史＝文献班、日本近現代史
　
橋本義則
　　
人文学部教授
　　
歴史＝文献班、日本古代史
　
森下
　
徹
　　
教育学部教授
　　
歴史＝文献班、日本近世史
　
木部和昭
　　
経済学部教授
　　
歴史＝文献班、日本近世史
　
真木隆行
　　
人文学部准教授
　　
歴史＝文献班、日本中世史
　
中村友博
　　
人文学部教授
　　　
歴史＝考古班、考古学 旧石器・縄文 班長
　
村田裕一
　　
人文学部准教授
　　
歴史＝考古班、考古学 石器・金属器
　
田畑直彦
　　
埋文資料館助教
　　
歴史＝考古班、 学 弥生
　
横山成己
　　
埋文資料館助教
　　
歴史＝考古班、 学 考古学
　
湯川洋司
　　
人文学部教授
　　　
文芸＝民俗班、民俗学
　
坪郷英彦
　　
人文学部教授
　　
文芸＝民俗班、民俗学
　
尾崎千佳
　　
人文学部准教授
　　
文芸＝民俗班、国文学 俳諧
　
有元光彦
　　
教育学部教授
　　　
文芸＝民俗班、国語学 方言
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